
」

▲抱っこも手なれたもの

市 |「 |1中 学校の 1年 生り;女 32名 の生わLを 女、l象

に、ガ、れあい体験学習『けと了‐の.〕、れあいセ

ミナー』が 1刑 催されました 生徒たちは赤ち

ゃんと′〕、れあヽヽなカサ)、 「親ヂ‐の率1主 』ヒ『′
L命〕

の貴さJを学びました
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水
を
キ

ー
ワ
ー
ド

に
環
境
問
題
を

話
し
合

い
、
次
世
代

へ
向

け
新

し

い
文
化

や
水
環
境

の
創
造
を
考
え

る

一
第

六
回
東
北
水
環
境
交
流
会
』

が
、
七
月
九
日
～
十

一
日
ま

で
の

三
日
間
、
十

三
湖

。
中

の
島
ブ

リ

ッ
ジ

パ
ー
ク
を

メ
ー
ン
会
場

に
開

か
れ
、
県
内
外

か
ら
三
百
人

の
参

岩
木
川
下
り
が
行
わ
れ
、
五
十
人
が

五
般
の
Ｅ
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
岩
木

川
下
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
〔
中
里
町

芦
野
頭
首
工
か
Ｌ
、
十
三
湖
を
め
ぎ

く
の

「
ヤ

マ
セ
」
で
風
が
強
く
、
津

は
、
水
に
親
し
み
な
が
ら
岩
木
川
下

巡
り
と
津
軽
凧
体
駿
を
楽
し
た
た
後
、

ど
も
三
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
水
環

境
問
題
等
に
つ
い
て
の
話
合

い
が
持

辺
を
散
策
し
た
り
、
大
人
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、
「
十
三
湖
の
水
は
、
昔
に
比

「
水

の
環
境

に

つ
い
て
真
剣

に
考
え

な
け
れ
ば
な
い
な

い
¨
」
な
ど
、
活
発

に
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
．

そ
の
後
、
会
場
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
了

セ
ン
タ
ー
に
移
し
、
懇
親
交
流
会
が

国葉:ヒ水環境1交流会|'十三油



七
月
二
十
日

（海
の
日
）
、
十
三
湖
を
歩

い
て
渡
る
第
二
回
十
三
湖

・

湖
上
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
、
静
岡
県
な
ど
県
内
外
か
ら
百
名
が
参

加
し
、
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
見
事
鰊
崎
か
ら
中
の
島
ブ
リ
ッ
ジ

パ
ー
ク
ま
で
の
約
四

・
五
キ
ロ
を
完
歩
し
ま
し
た
。

収
ま
り
海
の
日
に

か
さ
わ
―
ン
い
絶
好

3, 広報ιチろ

歩 ″歩 ″ 十三 ガ
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畔羮

了

蓄

軋志し潮輛議れ
夫妻

老
後
住
む
家
を
自
分
た
ち

で
造

村
に
転
入
し
た
中
志
さ
ん
夫
妻
が
建

か
ら
建
築
を
始
め
ま
し
た
．

村
で
過
ご
し
て
お
り

『村
の
豊
か
な

＞
作
業
に
精
を
出
す
中
志
さ
ん
夫
妻

　

　

自
然
や
人
情
に
感
激
し
、
市
浦
に
家

奈
良
孝

一
さ
ん

⌒太
田
）

ハ
ウ
ス
で
収
穫

諄
森
県
雉
講
．・十
二
湊
特
別
．展
を
視
察
・

木
村
県
知
事
来
村

　

　

　

よ
り
ヽ
本
村
知
事
は
じ
め
関
係
者
に

六
月
十
七
日
本
村
青
森
県
知
事
を
　

　

発
掘
調
査
の
出
土
品
や
複
製
さ
れ
た

は
じ
め
と
す
る
青
森
県
庁
議
関
係
者

　

　

古
文
書
な
ど
館
内
展
示
品
に
つ
い
て

一
行
三
十
六
名
が
歴
史
民
俗
資
料
館

　

　

の
説
明
が
行
わ
れ
、
木
村
知
事
は
熱

で
行
わ
れ
て
い
る

「
よ
み
が
え
る
中
　

　

・′し、
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。　
一
行

世
港
湾
都
市
十
三
湊
特
別
展
」
を
視

　

　

は
そ
の
後
、
十
三
湊
発
掘
現
場
を
視

察
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
察
す
る
な
ど
中
世
　
十
三
湊
に
対
し

視
察
で
は
、
榊
原
滋
高
学
芸
員
に
　

　

高

い
関
心
を
よ
せ
て
い
ま
し
た
。

形
的
に
は
、
お
相
撲
さ
ん
の
後
か

ら
見
た
髪
型
に
似
て
い
る
の
で
、
銀

杏
な
す
と
で
も
呼
び
た

い
で
す
ね
。

中志さん夫妻に



金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
と
村
が
王
催
し
、
七
月
五
日
相
内

地
区
秋
田
谷
長

一
郎
さ
ん
が
作
付
け

し
て
い
る

「
ゆ
め
あ
か
り
」
生
産
実

証
圃
前

で
、
青
森
県
産
米
新
品
種

「
ゆ
め
あ
か
り
」
の
良
食
味

一ｏ留
ｍ
質

米
生
産
の
栽
培
管
理
に
向
け
た
現
地

検
討
会
が
行
わ
れ
、
村
内
の
生
産
者

約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
金
木
農
改
普
及
セ

リ

「
ゆ
め
あ
か
り
」
栽
培
管
理
の
留

意
点
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
，

説
明
の
中
で

「
ゆ
め
あ
か
り
」
は

「
む

つ
ほ
ま
れ
」
に
比
べ
、

①
障
害
型
耐
冷
性
が
ニ
ラ
ン
ク
強

い
、

②
食
味
が
ニ
ラ
ン
ク
優
る
。

③
草
丈
は
初
め
は
短

い
が
後
半
伸
び

(5)A40ι チろ

後方水田が「ゆめあかり」作付田

▲「ゆめあかり」栽培の

七
月
二
十
日
、
村
内
の
史
跡
を
め

ぐ
る

「中
世
　
安
藤
の
里
め
ぐ
リ
バ

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ

ン
も
間
　

　

五
十
名
が
参
加
し
、
各
区
域
に
分
か

海
岸
清
掃
が

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
□　
　
　
海
岸
の
ご
み
は
、
年
々
増
え
て
お

海
岸
清
掃
に
は
、
金
木
高
校
相
内
　

　

り
、
ニ
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
ゴ
ミ
で
す

分
校
生
徒
や
村
内
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、　
　
ぐ
に
満
杯
に
な
る
な
ど
し
て
い
ま
し

漁
協
、
市
浦
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、　
　
た
が
、
作
業
に
あ
た

っ
た
皆
さ
ん
は
、

赤
十
字
奉
仕
団
な
ど
の
関
係
者
約
百
　

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
．

海
岸
清
掃
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
。

424-
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母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー

市
浦
中
学
生

命
の
貴
さ
を
学
ぶ

ち

ゃ
ん
を
計
測
場
所
に
抱

っ
こ
し
て

連
れ
て
い
く
な
ど
、
お
む

つ
交
換
や

衣
類
の
着
替
え
な
ど
を
体
験
し
ま
し

三
浦
松
幸
く
ん
と
梶
浦
瑞
穂
さ
ん
が

「
ふ
れ
あ

っ
て
た
の
し
か

っ
た
」
「育

児
は
大
変
な
ん
だ
な
と
思

っ
た
」
と

し
て
学
ん
だ
こ
と
は
多
か

っ
た
の
で

晒
内
砿
鴨
崎
ほ
Ｌ
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
改
修

Ｉ

Ⅲ
笹
山
木
材
（脇
元
）
が
資
材
を
提
供
―

目

冒

圏

国

因

園

日

目

目

市
浦
村
体
育
協
会
野
球
部
が
優
勝
！

～

東
北
大
会
で
は
惜
し
く
も
敗
れ
る

～

六
月
十
二
日
ヽ
十
三
日
、
八
戸
市

　

　

げ

一
対
〇
で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
し
、
東

で
行
わ
れ
た
第
四
十
三
回
高
松
宮
杯

　

　

北
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
続
く

野
球
大
会

（第

一
部
）
で
体
協
野
球

　

　

上ハ
月
二
十
七
日
岩
手
県
で
行
わ
れ
た

部
が
見
事
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
．　
　
　
東
北
大
会
で
は
、
雨
天
の
中
、
岩
手

一
回
戦
は
上
北
ク
ラ
プ
を
六
対

一　
　
　
県
代
表
の

「
阿
部
繁
孝
商
店
」
と
対

で
下
し
、
東
北
大
会
出
場
権
を
か
け
　

　

戦
し
、
勝
利
を
め
ざ
し
ま
し
た
が
、

た
決
勝
戦
は
、
青
森
市
の
強
豪

「
か
　

　

惜
し
く
も
三
対
六
で
敗
れ
、
全
国
大

ね
さ
」
と
対
戦
、
接
戦
と
な
り
ま
し
　

　

会

へ
の
進
出
は
な
―，
ま
せ
ん
で
し
た
（

た
が
最
終
回

（九
回
）
に
点
数
を
上
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報 11年度1市
‐
浦村消1防口定1期

1観開1式

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
と
い
う

信
念
を
も
ち
、
火
災
や
災
害
の
際
に
住
民
の
命
と
財
産

を
守
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
災
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
日
頃
の
防
災
活
動
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
て
い

る
消
防
団
。
消
防
団
員
相
互
の
強
調
を
図
り
、
火
災
な

ど
の
際
に
は
万
全

・
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
の
確
立

を
目
的
に
、
六
月
二
十
六
日

「
平
成
十

一
年
度
市
浦
村

消
防
団
定
期
観
閲
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲人員姿勢服装点検

観
閲
式
で
は
、
ア
ト
ム
保
育
園
前

で
人
員
姿
勢
服
装
点
検
と
分
列
行
進

が
行
わ
れ
、
消
防
団
を
は
じ
め
、
し

う
ら
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
大
田
小
学

校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
ア
ト
ム
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
が
参
加
。
統
率
の
と
れ

た
行
進
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、

引
き
続
き
会
場
を
役
場
駐
車
場
に
移

し
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
し
う
Ｌ
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
、
大
田
小
学
校
少
年
消
防

に
よ
る
消
火
訓
練
と
模
範
演
技
が
行

わ
れ
、
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
殉
職
消
防
団
員
に

黙
と
う
が
棒
げ
ら
れ
た
後
、
高
松
村

長
が

「多
忙
な
本
業
を
営
ま
れ
る
か

た
わ
Ｌ
、
日
夜
消
防
業
務
に
献
身
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
Ｌ
も
消
防
団
を
は
じ
め
消
防
関
係

各
位
が

一
体
と
な
り
、
地
域
の
安
全

と
災
害
防
止
の
た
め

一
層
の
研
鑽
を

積
ま
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
」
と
講

評
。
三
和
清
平
市
浦
村
消
防
団
長
か

ら

「
日
頃

”自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
“
と

い
う
郷
土
愛

・

地
域
愛
の
精
神
で
活
動
し
て
お
り
ま

今
後
も
消
防
関
係
団
体
が
さ
ら
に
連

携
を
深
め
、
　
”火
災

の
な

い
ま
ち
市

浦
“
を
合

い
言
葉
に
予
防
活
動
に
も

力
を
合
せ
、
地
域
住
民
か
ら
親
し
ま

れ
る
消
防
団
づ
く
り
を
目
指
し
て
く

だ
さ

い
。
」
と
訓
示
が
あ
り
、
万
歳
三

唱
で
式
典
が
終
了
し
ま
し
た
。
な
お

観
閲
式
で
は
、
消
防
活
動
に
尽
力
し

た
関
係
者
や
団
員
に
感
謝
状
が
贈
ら

▲ミ火の用心、「火遊びはしません」

感
謝
状
受
賞
者

⌒
一
般
協

力
者
）

○
平
成
十

一
年
二
月
二
十
五

日
発
生
の
太
田
地
区
住
宅

火
災
の
際

山
　
本
　
市
　
蔵

（大
田
）

奈
　
良
　
則
　
幸

（大
田
）

奈
　
良
　
恵
　
子

（大
田
）

工
　
一騰
　
菅
田　
子

（大
田
）

奈
　
良
　
睦
　
英

（大
田
）

○
平
成
十

一
年
五
月
十
二
日
発

生
の
中
の
島
歴
史
民
俗
資
館

火
災
の
際

竹

谷

博

則

（脇
こ

浜

田

春

士

（十
三

〇
多
年
に
わ
た
る
冬
季
間
の

消
防
水
利
除
雪

八
木
澤
　
春
　
夫

（十
三
）

小
田
桐
　
恭

　
一

（脇
元
）

櫛
　
引
　
停
治
郎

（脇
元
）

中

井

春

江

（十
三

平
成
十

一
年
度
優
良

消
防
団
員
表
彰

○
第

一
分
団
団
員

秋
田
谷
　
和
　
智

（相
内
）

田
　
中
　
　
　
繁

（磯
松
）

○
第
三
分
団
団
員

内

藤

秋

人

（十
三

感
謝
状
受
賞
者

（退
職
団
員

）

○
前
第

一
分
団
長

米
　
谷
　
慶
　
治

（相
内
）

○
前
第
二
分
団
部
長

櫛

引

洋

逸

（脇
こ

津
軽
北
部

地
区
幼
少
年

・

婦
人
防
火
委
員
会
表
彰

大
田
小
学
校

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
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友
好
町
村
だ
よ
り
（３
　
　
　
一

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

湯
ノ
岱
温
泉
ま
つ
り
開
催
！

～
町
内
外
か
ら
約
千
人
が
訪
れ
る
～

ｔ
養

ン．　
ノ

，
　
一一一〓」

議
会
場
を
中

し、

イ
■
へ
⊃
方

々
が
温
泉
郷
で
の

一
日

会
、
地
元
湯
ノ
岱
で
採

の
人
浴
無
料
回
数
券
な

　

一

抽
選
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

の
は
、
優
勝
賞
金
十
万

円
を
め
ざ
し
熱

い
戦

い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
女

相
撲
大
会
て
、
地
元
優
勝
は
な
い
ま

「花
火
遊
び
は

迷
惑
に
な
ら
な
い

場
所
と
時
間
と
後
始
末
！
」

☆
花
火
遊
び
の
注
意
☆

①
注
意
書
き
を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
風
の
強
い
日
に
は
花
火
遊
び
は
や
め
ま
し
よ
う
。

③
大
人
と

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

④
バ
ケ
ツ
に
水
を
用
意
し
、
遊
ん
だ
後
は
、
あ
と
か
た
づ
け
を

必
ず
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
正
し
い
位
置
に
正
し
い
方
法
で
点
大
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

所
で
遊
ん
だ
り
、
衣
服
に
大
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

⑦
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、

一
度
に
大
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
、

一
本
ず
つ
遊
び
ま
し
ょ
う
。

③
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も
の
花
火
は
、
点
人
の
時
に
、

筒
先
に
顔
や
手
を
出
さ
な
い
こ
と
。

途
中
で
大
が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑨
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

⑩
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。

絶
対
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
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海
洋
療
法

（
タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ

ー
）

を
体
に
塗
る
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
、

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、
実
際
の
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
は
多
種
多
様
な
も
の

基
本
と
な
る
の
は
、
水
の
特
性
で

次
の
四
つ
の
点
に
あ
り
ま
す
。

①
浮
　
カ

水
に
は
浮
力
が
あ
る
た
め
、
水
中

で
は
人
間
の
体
は
浮
か
び
ま
す
。

浮
か
ん
だ
状
態
で
は
、
人
間
の
体

は
緊
張
感
を
解
か
れ
、
完
全
に
リ
ラ

グ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
ま
す
。

同
時
に
浮
力

の
作
用
で
、
関
節

ヘ

の
負
担
が
和
ら
ぎ
、
筋
力
の
弱

い
人
、

過
体
重
の
人
、
リ

ハ
ビ
リ
の
人
な
ど

で
も
、
運
動
を
実
施
し
や
す

い
利
点

が
あ
り
ま
す
。

②
抵
　
抗

水
は
空
気
の
七
七
五
倍
も

の
密
度

そ
の
た
め
、
水
の
抵
抗
は
水
中
で

動
く
ス
ピ
ー
ド
の
二
乗
に
比
例
し
て

水
中
で
は
動
き
に
見
合
っ
た
抵
抗

（負
荷
）
が
得
ら
れ
ま
す
。

方
向
に
抵
抗
が
か
け
ら
れ
、
多
様
な

グ
が
で
き
ま
す
。

③
圧
　
カ

水
中
で
は
、
水
圧
が
か
か
り
、
そ

の
作
用
で
血
管
が
締
め
付
け
ら
れ
、

そ
の
反
発
で
血
管
の
弾
力
性
が
活
性

化
さ
れ
、
血
行
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
水
圧
で

′し、
肺
機
能
も
活
性

こ
の
よ
う
な
作
用
か
ら
、
圧
力
が

循
環
器
全
体
の
作
用
を
高
め
て
い
き

④
水
　
温

水
温
の
高
低
は
、
水
と
ふ
れ
あ
う

肌
を
通
じ
て
、
体
内
の
代
謝
に
微
妙

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

外
界
と
の
違
和
感
を
感
じ
ず
に
、
水

水
の
四
大
特
性
を
活
用
す
る

加
え
海
水
、
海
藻
、
海
泥
、
さ

海
水
は
、
三
五
度
前
後
の
状

で
は
、
常
時
水
温
は
三
五
度
前

後
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

新
鮮
な
ミ
ネ
ラ
ル
を
体
内
に
吸
収

し
、
様

々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
で

海
浜
地
域
は
市
街
地
に
比
べ
て
、

空
気
が
清
浄
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

環
境
の
も
と
で
、
潮
風
に
含
ま
れ
て

い
る
海
水
成
分
を
吸
気
で
取
り
込
む

治
療
の
た
め
水
を
用

い
る
こ
と
が
、

水
治
療
法
で
あ
り
、
同
じ
目
的
に
温

泉
水
を
使
う
の
が
、
温
泉
療
法
で
あ

り
、
治
療
に
海
水
を
使
う
の
が
、
海

洋
療
法

（タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
）
で
す
．

◆
海
水
の
機
能
増
進
の
二
つ
の
刺
激

①
海
水
と
の
接
触
に
よ
り
生
じ
る
機

械
的
刺
激
。
（流
水
に
伝
わ
る
衝
撃

力
に
応
じ
て
表
れ
る
。
）

②
周
囲
の
環
境
、
身
体
、
接
触
す
る

水
な
ど
の
温
度
に
関
係
す
る
熱
刺

激
。

③
海
水
の
全
て
の
成
分
に
関
連
し
た

人
間
の
皮
膚
が
受
け
取
る
刺
激
は
、

身
体
機
能
の
反
応

の
基
礎
と
な
り
、

そ
の
影
響
は
、
循
環
系
、
呼
吸
系
、

体
液
の
交
換
、
内
部
温
度
、
腺
機
能

次
回
は
、
実
際
の
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ

ー
で
活
用
さ
れ
て
い
る
、
技
法
を
紹
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◎村営住宅の場所

市浦村大字相内字岩井81-133
(コ ミュニティセンター向い)

◎戸数・床面積

(8帖 間1室、 6帖間2室 、台
所兼食堂 l室 等)

◎使 用 料
入居者の収入により決ります。
(月 額15,600円から)

◎入居資格

①村条例で定める基準の収入で
あること。

②現に住宅に困窮していること
が明 らかであること。

◎入居時期
平成H年 9月 1日 頃の予定

◎入居の申し込みとお問い合わせ

役場建設課まで 862-21H
※申し込み多数の場合は、選考の

うえ入居者を決定します。

I鶴蒙雷難II
青森県自動車保険請求相談セン

ターでは、交通事故に関する無料

相談を行つています。 (予 約制)

>相 談 日

月曜日ヽ金B理 日

9:00～ 16:00ま で

>場  所

青森市堤町 2-17
日産火災ビル4階

※電話による相談も受け付けして

います。

実験 。工作体験コーナー

や科学マジック、記念講

演……。

家族みんなで楽しみなが

ら科学の不思議を体験でき

ます。      `
入場無料′直接会場へお

越し下さい。

)開催日時

平成11年 8月 21日 ωかる

8月 22日 (日 )ま で

午前10時 ヽ午後 4時
>会  場

青森公立大学

青森市大字合子沢字山崎153-4
)対   象

小 中学生をはじめ、どなたで

も参加できます。

>お 問い合わせ

平成11年 度あおもり青少年

科学セ ミナー実行委員会

青森県企画部企画調整課

産業科学技術振興室内

:li:||                                                   :

例年 7月 から9月 までの3カ 月

間、感電災害が多発する傾向にあ

暑さによる疲労のため注意力が

散漫になりがちなところへ、肌の

露出部分が多くなり、さらに、発

汗により電気が流れやすくなるな

どの悪条件が重なり合うのかもし

通商産業省では、毎年 8月 を

「電気使用安全月間」と定め、全国
一斉に電気使用の安全を呼びかけ

ております。感電事故など起こさ

ないよう注意しましょう。

鸞灘続鷲I
県警察では、8月 を家出人と身

元の分からないまま亡 くなった方

を対象とする r行方不明者等捜索

強化期間』とし、『行方不明の人
をさがす相談所Jを 開設します。
あなたの身内や近所に

☆病気、借金等を苦にして家出

☆突然いなくなり、自殺や事故
死 しているのではないか。

☆出稼ぎに行き、途中から音信

が途絶えた。

などの方はおられませんか ?

行方が判らない方の中には、犯

罪に巻き込まれて不幸な生活を送

っている方も多くおり、警察では

このような方々を早 く発見し、家

族の元へ帰ることができるように

全力を挙げて捜 しています。

また、自殺や事故死、あるいは

何らかの形で犯罪の被害者となっ

て身元が分からないまま亡 くなっ

た方についても、期間中は特に全

国の警察と連携をとり集中的に追

跡調査を行います。

安否を気遣っておられる方は、

遠慮なく警察本部か最寄 りの警察

署にご相談 ください。

>相 談電話

金木警察署 ●53-2117

繭りお■I
五所川原保健所では、下記によ

り難病患者医療相談を行います二

お気軽にご相談くださいっ

>開催 日時

平成H年 8月 27日 0     ,
14:00～ 14:30ま で受付  r
平成H年 10月 15日 0
14:00～ 14:30ま で受付

>場  所

五所川原市働 く婦人の家

(五 所川原市新町33-1)
レ相談担当医師

あおもり協立病院内科医長

柏村 英明先生

>対 象 者
パーキンソン病、重症無力症な

ど神経難病の患者及び家族

>相 談内容

病気の診断 治療などについて

>お 問い合わせ

五所川原保健所

-425



情報をお寄せください

しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成1171現 在

1乳幼児医療費につぃてお知らせ

就 学 前 児 童 の 入 院 まで

拡 大 さ れ ま した

平成H年 8月 より、乳幼児医療

費受給対象が就学前児童の入院ま

で拡大となります。

対象となる医療費支給範囲は 4

歳児から6歳 児 (就学前児童)ま
での入院に要する費用 (食 事療養

費も含む)1日 500円 を差 し引いた

額となります。(受給資格審査によ

り所得制限を超えている場合は対

象となりません)

>お 問い合わせ

役場住民福祉課
862-21H(内 線32番 )

l                                      

・

マ イ ホ ー ム 資 金 は

年 金 住 宅 融 資 で ′

【申込できる方】

厚生年金保険に3年以上加入し
ている方。

【お使いみち】

住宅の新築や購入、リフォーム

資金。

)受付期間

平成ll年 7月 26日 (月 )か ら

平成11年 9月 17日 り まで

>融資利率

年 277%～
2段 階金利・平成11年 7月 21日

現在

レお問い合わせ

社団法人青森県厚生年金勤労者

住宅協会 80177-73-2077

1ン燃鸞鷲静榊I
特別一斉電話相談 を開設

高齢化社会が進む今日、高齢者

やその家族が抱える′しヽ配ごと悩み

ごとは複雑 多様化し、専門的な

相談が1曽 えています。このことか

ら、敬老の日に、通常は日程を決
めて実施 している専門相談を「特

別一斉電話相談事業」として一斉

に開設し、総合的な電話相談を実

施します。お気軽にお電話下さい。

レ主  催

青森県高齢者総合相談センター

>期   日

平成H年 9月 15日 い 敬老の日

)相 談時間 午前10時 ～午後 3時
>相 談内容

法律 (要予約)、 痴呆、税金、年

金、保健介護、生活福祉-11、

職業

レ相 談 員

弁護士、精神科医、税理士、社

会保険労務士、保健婦、相談セ

ンター職員

>相 談方法 。電話相談

※フリーダイヤルは当日のみ利用

となります。

お気軽にご相談 ください。

繭囃韓難縦鮮動な
東京都では東京空製の犠牲者を

追悼 し、平和を願うため、名簿を

作成 します。
ご遺族や、お心当たりのある方

のご連絡をお願いします。

【名簿にのせる方】
東京の空襲 (昭 和17年 4月 18日

から昭和20年 8月 15日 )で亡くな
った方 (空 襲による負傷などが原
因で亡くなった方を含む。)

【連絡をいただく内容と方法】
平成12年 5月 31日 までにはがき、

手紙または、ファノクスで、
①亡くなった方の氏名 (ふ りがな

も)性別・年齢・死亡年月日
死亡場所

②あなたの氏名・住所・電話・亡

くなった方との関係を書き
〒163-8001 東京都生活文化局コ

ミュニティ文化部
「東京空襲犠牲者名簿担当」

※連絡をいただいた内容は、名簿

を記録 し、名簿を作成するための

み使用 し、それ以外の目的には利

用しません。

)お 問い合わせ

東京都文化局コミュニティ

文化部振興計画課

=鶯
麟董か三棘椰I

住宅金融公庫の住宅ローンをご

返済中で、最近の不況に伴う失業
や収人の減少などで返済にお困り
の方に対 しては、次のような返済

方法の変更を実施 しています。

①返済期間の延長 (最 大10年 )

②元金据置期間の設定 (最 長3年 )

③元金据置期間中の金利引き下げ
お取り扱い期間は、平成12年 3

月末までです。
詳細については、住宅金融公庫

東北支店 (8022-227-5003)
又はご返済中の金融機関の相談

コーナーまで。

県内の交通事故概況

帥
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E00ι チる oa

家
族
み
ん
な
で

暑
い
夏
を
の
り
き
る
〃

暑

い
夏
、
子
供
達
は
楽
し

い
夏
休

み
に
入
り
、　
一
気
に
家
の
中
も
騒
が

そ
ん
な
中
、
家
族
全
員
が
暑

い
夏

い
う
こ
と
で
少
し
お
話
し
て
み
ま
し

◆

「
子
供
」
と
楽

し

い
夏

―

前
回
の
広
報

‘―こ
も
掲
載
し
ま
し
た

が
、
子
供
達
が
楽
し
く
夏
体
み
を
過

ご
す
た
め
に
は
、
や
は
り

″安
全
″

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
「
食

中
毒

の
予
防
」
「
事
故
、
ケ
ガ

ヘ
の

注
意
」
そ
し
て
、
毎
日
の
食
生
活
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
子

供
の
食
生
活
に
つ
い
て
は
、
特
に
大

人
と
違

っ
て
「
生
命
維
持
」
の
他
に

「成
長
」
と

い
う
大
き
な
役
割
を
持

っ

例
え
ば
、
の
ど
が
渇

い
た
と
ジ

ユ

ー
ス
ば
か
り
多
く
飲
む
子
供
達
―

こ

ュ
ガ
ー
ニ
本
半

（約
２５
ｇ
程
）
が
含

ま
れ
て
お
り
、
加
え
て
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
を
食
べ
る
事

に
よ

っ
て
、
体
内
に

お
い
て
過
剰
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み

出
し
ま
す
。
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上

手
く
押
さ
え
る
働
き
を
持

つ
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
ｌ
や
Ｂ
２

（野
菜
に
多
く
含
ま

い
と
、
今
よ
く
聞
か
れ
る
「
キ
レ
る
」

や
「
イ
ラ
イ
ラ
」
し
た

「
ヒ
ス
テ
リ
ッ

ク
」
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
両
親
が

共
働
き

の
場
合
や
夏
バ
テ
で
食
欲
が

な

い
場
合
に
は
、
難
し
い
点
と
な
り

ま
す
が
、
子
供

の
健
全
な
成
長
期
を

助
け
て
あ
げ
る
の
は
親
の
大
き
な
役

割
で
す
。
き
ち
ん
と
し
た
食
習
慣
を

考
え
て
見
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆

「
大
人
」
と
楽
し

い
夏

も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
暑

い
夏
を
の

り
き
る
た
め
に
も
、
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
が
あ
り
ま
す
。
暑
さ
に
加
え
、
仕

事
な
ど
の
様
々
な
ス
ト
レ
ス
、
冷
た

い
も
の
の
暴
飲
暴
食
は
大
切
な
体
に

す
。
　

暑
さ
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

適
度
に
体
を
動
か
し
よ

い
汗
を
か
く

―

こ
れ
が

一
番

の
ス
ト
レ
ス
解
消

・

体
力
の
回
復
と

い
え
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
と
同
時
に
不
摂
生
な
食
生
活
、

生
活
習
慣
に
注
意
す
る
事
も
重
要
な

◆
こ
ん
な
生
活
が
病
気
を
招
き
ま
す

①
だ
い
た
い
壽
朝
ぎ
り
ぎ
り
ま
で

寝
て
い
る
の
で
、
朝
食
は
あ
ま

②
外
食
に
頼
り
っ
き
り
。
家
て
食

③
食
べ
も
の
の
好
き
嫌
い
が
多
い
。

脂
っ
こ
い
肉
類
が
大
好
き
て
、

野
菜
が
苦
手
。

④
間
食
の
ス
ナ
ツ
ク
菓
子
に
す
ぐ

⑤
毎
日
し
て
い
る
運
動
は
こ
れ
と

⑥
晩
酌
は
欠
か
さ
な
い
。
外
で
飲

ん
で
も
割
と
量
を
飲
む
の
で
泥

②
休
日
は
昼
間
か
ら
お
酒
を
飲
む
。

③
休
日
に
寝
た
め
し
て
い
る
。

⑨
こ
ろ
寝
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る

の
が
好
き
。

⑩
た
ば
こ
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

①
風
呂
に
入
ら
な
く
て
も
な
ん
と

⑫
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
が
、

そ
の
ま
ま
た
め
込
ん
て
い
る
。

▼
お

誕

生

和
　
琴
　
乃

⌒相
内
）

谷
　
　
　
礼

（相
内
）

▼
こ

結

婚

健

　

一

（青

美
穂
子

（太

真
　
雄

⌒磯

八
江
子

（群

勝
　
利

（岐

綾

⌒脇

誠

（磯

八
千
代

⌒東

康
　
伸

（

真
　
琴

（脇

教
　
光

（相

暁
　
子

⌒埼

純

（群

新
　
子

（脇

▼
お
く
や
み

○
Ｏ
③
③

海
の
日
に
行
わ
れ
な
十
三
湖

・
湖

上
ウ
オ
ー
ク
。
前
日
の
準
備
で
は
、

ヤ

マ
セ
が
吹
き
荒
れ
、
波
も
高
く
、

気
温
も
低

い
、
そ
の
う
え
水
も
多
く

最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
湖
上
ウ

ォ
ー
ク
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
と
心

配
し
た
も
の
の
、
当
日
は
風
も
無
く
、

波
も
無
く
、
水
も
引
き
絶
好
の
天
候

に
恵
ま
れ
ひ
と
安
心
。
湖
を
歩
き
な

が
ら
見
渡
す
岩
木
山
も
壮
大
で
、
県

内
外
か
ら
参
加
し
た
百
名
の
み
な
さ

と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

湖
の
中
を
歩
く
と

い
う
全
国
的
に

も
め
ず
ら
し

い
湖
上
ウ
オ
ー
ク
、
歴

史
を
振
り
返
り
、
自
然
を
体
感
し
な

が
ら
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
晴
れ

含
二
不
）

葛 萩 赤 三 林 伊 吉 伊 小 國 久 菊 木 神

西 原 間 和 崎 東 村 南 寺 定 番 地 村

こここ0こ 13埜 こ皇こ埜里き  雪1

こ 浅 市


